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１．高山国道事務所の使命

－1－

魅力・活力があふれる安全・安心な飛騨地域

～飛騨の魅力を世界へ伝えるための道づくり～

魅力・活力あふれる飛騨地域の実現

様々な危機に対応できる安全・安心な地域づくり

【地域間の交流・連携を活発にする道づくり】

北陸と首都圏を結ぶ中部縦貫自動車道、太平洋側と日本海側を繋ぐ国道４１号の整備により、

「産業競争力を高める」、「安全で快適な空間」のネットワークを形成し、産業振興を支えます。

【使いやすく快適で円滑な道づくり】

渋滞対策や交通安全対策を推進することにより、観光期等の交通集中による渋滞が招く地域生

活への影響を緩和し、円滑な交通の確保に貢献します。

【災害に強い安全・安心な道づくり】

防災対策等を推進することにより、道路の安全な通行を確保し、災害時等における集落の孤立

化を防ぎ、物資輸送路の確保等に貢献します。

【災害支援】

大規模な自然災害等に際して被災状況の把握や被災地方自治体の支援を行い、被災地の早期

復旧のための技術的支援を迅速に進めます。

飛騨地域は、飛騨高山・下呂・白川郷・奥飛騨温泉郷といった世界に通用する有数

の観光資源を有しています。

近年では、外国人観光客誘致に向けた観光周遊ルート（昇龍道プロジェクト、サム

ライルート・北陸飛騨3つ星街道）の設定や北陸新幹線開業、平成39年のリニア中

央新幹線開通予定など、産業振興に期待が寄せられています。

一方、山岳地域である飛騨地域は、近年の局地的な降雨や記録的な降雪などの自然

災害により、橋梁の流出や倒木による通行止めが発生し、集落の孤立や物流ネット

ワークの寸断など日常生活への影響にとどまらず、産業活動の妨げとなっています。

周辺地域と連携しつつ、このような課題に対応するためには、東西・南北軸のネッ

トワークの形成による観光期の交通渋滞緩和、安全で円滑な交通の確保、災害発生時

の迅速な支援が必要です。

このため、高山国道事務所では、「魅力・活力あふれる飛騨地域の実現」、「様々

な危機に対応できる安全・安心な地域づくり」という使命の下、地域づくりに貢献し

ます。
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－2－

魅力・活力があふれる安全安心な飛騨地域を目指して

中部国際空港

岐阜県駅（仮称）

中部縦貫自動車道

41

41

富山県

石川県

福井県

長野県

岐阜県

飛騨市

白川村

高山市

下呂市

愛知県
静岡県

飛騨地域

金沢

白川郷

富山

奥飛騨温泉

高山

下呂

松本

富山空港

中部方面

北陸方面

関東方面

北陸新幹線（長野～金沢）
（平成２７年３月１４日開業）

リニア中央新幹線
（平成３９年開業予定）

中部縦貫
自動車道

石川県金沢市（兼六園）

岐阜県白川村（白川郷）

五箇山

三重県

産業競争力を高めるため
関東と北陸を結ぶネットワークを形成

（サムライルート・北陸飛騨３つ星街道）

産業振興のために国道４１号の
強靭化と東海北陸自動車道との

ダブルネットワークを強化（昇龍道）

濃飛横断
自動車道

長野県松本市（松本城）

岐阜県下呂市（下呂温泉）

岐阜県高山市（古い町並）

昇龍道とは

中部・北陸地域の知名度を向上させ、中部・北陸地域内全体
へのインバウンド観光の促進を図るためのプロジェクト
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－3－

１－１．魅力・活力あふれる飛騨地域の実現

１－１－１ 地域間の交流・連携を活発にする道づくり

北陸と首都圏を結ぶ中部縦貫自動車道、太平洋側と日本海側を繋ぐ国道４１号の整備

により、「産業競争力を高める」、「安全で快適な空間」のネットワークを形成し、産

業振興に貢献します。

北陸と首都圏を結ぶ東西軸の一部を担う中部縦貫自動車道が整備されることにより、

高速交通サービスの提供、高山市内の交通混雑の緩和、さらには地域産業振興や観光

リゾートとしての地域発展の支援等に寄与します。

＜中部縦貫自動車道の整備により更なる観光客の獲得が期待＞

飛騨地域周辺では、平成２６年度に北陸新幹線（長野～金沢間）の開業により、金沢～高山間や

富山～奥飛騨間のバス本数が増便し、飛騨地域と北陸方面との結びつきがさらに強くなっています。

さらに、中部縦貫自動車道が整備されることにより、飛騨地域が首都圏と北陸方面を結ぶネット

ワークの中心（ハブ）としての機能を果たし、観光資源を相互に結びつけることで、エリア（面）や軸

（ルート）の観光となり、首都圏と北陸方面との結びつきがより一層強くなります。

特に、高山～新宿間では、所要時間が約５０分短縮され、輸送コストも低下し、首都圏を含む関東

方面からの更なる観光客の獲得が期待でき、北陸方面との広域的な周遊観光が可能となります。
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（１）北陸と首都圏を結ぶ東西軸の強化

ほ く り く

高山市に訪れる県外観光客割合

出典：高山市観光統計（H28）

中部方面

関西方面

関東方面

現 況：５時間３０分
整備後：４時間４０分（約５０分短縮）

※高山～新宿間の所要時間

出典：現 況；濃飛バス 高山・平湯温泉～新宿線 所要時間
整備後；中部縦貫自動車道 高山～松本間80km/hで想定）

首都圏と北陸方面を結ぶ
ネットワークの中心北陸方面

中部方面
31%

関東方面
26%

関西方面
23%

北陸方面
6%

九州・
沖縄方面

3%
外国
12%

・高山～松本間は一般道で時間を要し、他路線と比べても料金が割高と
なっています。中部縦貫道が松本ＩＣまで繋がれば、時間短縮になり運
賃も下げることができます。 濃飛乗合自動車株式会社ヒアリング
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国道41号 東海北陸自動車道

太平洋側と日本海側を繋ぐ南北軸である国道４１号が整備されることにより、東海

北陸自動車道とのダブルネットワークの強化が図られ、国道４１号の交通混雑の緩和

及び交通安全の確保を図ることができます。

－4－

＜国道４１号の強靭化による物流の信頼性確保＞

と う か い

ほ く り く

国道４１号と東海北陸自動車道の貨物車交通量は、近年増加傾向にあり、物流面において

重要な役割を担っています。

しかし、高山～下呂間の国道４１号では、全面通行止めが５年間で６９回発生（約１ヶ月に１

回程度発生）し、１回あたりの平均通行止め時間は約４.５時間に及んでいます。また、並行

する東海北陸自動車道でも、大雪や事故による通行止めが発生しており、国道４１号の強靭

化が必要となっています。 国道４１号の強靭化と東海北陸自動車道とのダブルネットワーク

により、通行止めの危険性が減少し、物流の信頼性確保に寄与します。

41

下呂市

高山市

41

貨
物
車
交
通
量

と う か い ほ く り く

宮峠での事故発生状況

・国道41号が通行止めになると、
当社から製品が搬出できなくなり、
生産ラインの関連工場の操業も
止まってしまう。

出典；下呂市内工場ヒアリング

石浦バイパス
延長 9.2km

大雪や事故で
通行止め

ヘアピンカーブを
中心に事故が多発

：事故発生箇所

41

41

4
車
線
化
事
業
中

飛騨清見ＩＣ

白鳥ＩＣ

濃飛横断自動車道

中部縦貫自動車道

国道４１号の強靭化により、
ダブルネットワークが強化

トンネル整備により
事故などの通行止め

の危険を回避

（台/12h）

国道41号と東海北陸自動車道の貨物車交通量の推移

出典；全国道路・街路交通情勢調査

国道41号と
東海北陸自動車道の
貨物車交通量は増加傾向

と う か い ほ く り く

と う か い ほ く り く

た か や ま げ ろ

（２）太平洋側と日本海側を繋ぐ南北軸の強化



③下呂湯めぐり街道 ④飛越交流「ぶり・ノーベル出世街道」

日本三大名泉である「下呂温泉」
を中心に存在する自然・歴史・
文化・風景などを通して、
「訪れる人」との豊かな交流により
地域の活性化を図るとともに、
豊かな自然環境を保全しながら、
美しい空間の形成を図る事を
目的とする。

豊かな自然やぶり・ノーベルをテーマにしたイベントを多くの
人々に知ってもらい、歴史ある街道を軸として県境を越えた
交流の活性化を図る事を
目的とする。

－5－

日本風景街道は、郷土愛を育み、日本列島の魅力・美しさを発見、創出するとともに、多

様な主体による協働のもと、景観、自然、歴史、文化等の地域資源を活かした国民的な原風

景を創成する運動を促し、もって、地域活性化、観光振興に寄与し、これにより、国土文化

の再興の一助となることを目的とします。

①「合掌・さくら」飛越街道～世界遺産をめぐる道～

②飛騨高山風景街道

③下呂湯めぐり街道

④飛越交流「ぶり・ノーベル出世街道」

高山国道事務所管内の日本風景街道

①「合掌・さくら」飛越街道～世界遺産をめぐる道～ ②飛騨高山風景街道

世界遺産である「白川・五箇山合掌造り集落」を中心に、自
然・歴史・文化・風景などを通して、「訪れる人」との豊かな
交流により地域の活性化を図るとともに、豊かな自然環境を
保全しながら、美しい空間
の形成を図る事を目的と

する。

高山市街地及びその周辺に存在
する自然・歴史・文化・風景などを
通して、「訪れる人」との豊かな交

流により地域の活性化を図るとと

もに、豊かな自然環境を保全し

ながら、美しい空間を創出する
事を目的とする。

ひ え つ

ひ だ た か や ま

げ ろ

荘川桜

小坂の滝めぐり

温泉施設・北アルプス

合掌・さくらの植樹活動

ひ え つ

笹津橋

（３）日本風景街道
に ほ ん ふ う け い か い ど う

①「合掌・さくら」飛越街道
～世界遺産をめぐる道～

②飛騨高山風景街道

③下呂湯めぐり街道

東
海
北
陸
自
動
車
道

41

41

158

361

156

471

257

④飛越交流
「ぶり・ノーベル出世街道」

地域のねらい
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１－１－２ 使いやすく快適で円滑な道づくり

渋滞対策を推進することにより、観光期等の交通集中による渋滞が招く地域生活への

影響を緩和し円滑な交通の確保に貢献します。

使いやすい快適で円滑な道づくりを目指すため、観光期に交通が集中する高山市街地

の渋滞緩和対策を行っていきます。

使いやすく快適で円滑な道づくりを目指すため、高山市街地の国道158号や周辺道

路の整備を実施していきます。

＜高山市の渋滞緩和対策（石浦バイパス）＞

石浦バイパスの整備により、高山市～下呂市間の

アクセス性向上に寄与します。

：主要渋滞箇所
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石浦バイパス 高
山
市

上
岡
本
町
南
交
差
点→

下
呂
市

森
交
差
点→

▼
宮峠：782m

宮峠
トンネル

宮高山
バイパス

速度低下により
渋滞が発生

高山～下呂間の
平均旅行速度51.4km/h

石
浦
町
南
交
差
点→

高
山
工
業

高
校
前
交
差
点→

至 高山市街地

至 下呂市

石

浦

バ

イ

パ

ス

41

41

▼
宮峠：782m

宮
高
山
バ
イ
パ
ス

石浦町南
交差点

高山工業
高校前交差点

急勾配・急カーブ
区間（交通の難所）

標高：800m

700m

600m

500m

400m

（１）ハード面による渋滞対策

＜高山市街地を通過する車両の分散（中部縦貫自動車道（高山清見道路））＞

中部縦貫自動車道（高山清見道路）の整備により、高山市街地を通過する交通の転換を

図り、市街地の渋滞緩和に寄与します。

78

56

0

25

50

75

100

高山IC～丹生川IC
供用前

高山IC～丹生川IC
供用後

(百台/日)
約３割減少

高山IC～丹生川IC（仮称）
開通前

高山IC～丹生川IC（仮称）
開通後

ち ゅ う ぶじ ゅ う か ん た か や ま き よ み

ち ゅ う ぶ じ ゅ う か ん た か や ま た か や まき よ み

た か や ま

出典：交通量推計結果

至

福
井

至

松
本

至 富山

至 下呂

国道158号の交通量



－7－

高山市街地において、高山祭やGW時に発生する観光渋滞緩和に向けて、「おすすめ

ルートの提供」、「高山市街地までの所要時間情報の提供」 、「市街地周辺駐車場への

案内看板の設置」などの早期に効果が発現するソフト対策を実施していきます。

＜国道１５８号の交通渋滞を緩和する取組み（例）＞
■取り組み：チラシによる渋滞回避おすすめルートの情報提供及び駐車場状況の予測情報の提供

■取り組みによる経路選択の結果
【中部縦貫自動車道と国道158号の分担率】

た か や ま

た か や ま

（２）高山市街地の観光渋滞緩和へ向けた対策の実施

■取り組み：HP上での高山市街地までの所要時間情報の提供

※H27,H28,H29のＧＷにおける交通量調査結果の集計

駐車場情報の
活用で

スムーズな駐車

渋滞の少ない
おすすめルート

の提供

おすすめルート提供などの取り組みにより、
中部縦貫自動車道の交通量の分担率が増加。

各方面（名古屋
方面など）からの

所要時間情報の提供
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■高山清見道路（中部縦貫自動車道）
た か や ま き よ み ち ゅ う ぶ じゅうかん

下切高架橋（仮称）下部工上野第１トンネル坑口

至 高山ＩＣ

至 丹生川ＩＣ（仮称）

① ②

※歩行者の他、自転車等の軽車両や原動機付自転車、１２５cc以下の自動二輪車の通行ができない道路

高山清見道路は、高山市清見町夏厩～高山市丹生川町坊方間の延長２４．７ｋｍの自

動車専用道路※です。

特に観光期の高山市街地では、通過交通と地域内交通が混在し、激しい渋滞が発生し

ています。現在は、市街地の渋滞緩和に向け、高山ＩＣ～丹生川ＩＣ（仮称）間の工事

を実施しています。

本年度は、高山ＩＣ～丹生川ＩＣ（仮称）間の早期開通を目標に、改良工、橋梁上下

部工、用地買収、環境調査、水文調査、埋蔵文化財調査、関係機関協議を推進します。

た か や まき よ み た か や ま し き よ み ち ょ うな つ ま や ぼ う か たた か や ま し にゅうかわちょう

た か や ま に ゅ う か わ

至 丹生川ＩＣ（仮称）

至 高山ＩＣ

：開通済区間

①

②

：事業中区間

た か や ま に ゅ う か わ

至富山

至
松
本

東
海
北
陸
自
動
車
道

高山市清見町

高山市国府町

高山市丹生川町

高山市

高山清見道路 延長２４．７ｋｍ

飛
騨
清
見
Ｉ
Ｃ

高山西ＩＣ

小鳥トンネル

L=4,346m

高山ＩＣ

丹生川ＩＣ
（仮称）

至福井

41

41

158

158

361

至名古屋

起

高
山
市
丹
生
川
町
坊
方

高
山
市
清
見
町
夏
厩

牧ヶ洞地区

６工区 延長8.7km ５工区 延長6.5km ４工区 延長9.5km
平成１６年１１月２７日

暫定２車線開通

清見八日町トンネル
L=1,272m

栗尾トンネル
L=1,069m

見量山トンネル
L=1,544m

平成１９年９月２９日
暫定２車線開通

終

下切高架橋
（仮称）
L=596m

新張高架橋
（仮称）
L=250m

町方高架橋
（仮称）
L=250m

上野第2トンネル
（仮称）
L=320m

上野第1トンネル
（仮称）
L=480m

坊方トンネル
（仮称）

L=1,422m

（３）改築事業の紹介
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国道４１号

←
至富山

↑至名古屋

▲宮峠782ｍ

久々野町

１
工
区
：宮
峠
ト
ン
ネ
ル

■石浦バイパス（１工区：宮峠トンネル）

石浦バイパス（１工区：宮峠トンネル）は、高山市久々野町久々野～高山市一之宮町

間の延長４．７ｋｍの幹線道路です。

宮峠トンネル区間の宮峠は、標高が７８２ｍあり、急勾配や急カーブが連続し、横転

事故や大雪によるスタックが発生するなど、交通の難所となっています。トンネルが整

備されることで、冬期通行の安全性・信頼性が向上します。

本年度は、高山市久々野町久々野～高山市一之宮町間の平成３２年度開通を目標に、

改良工、橋梁上部工、トンネル工、トンネル設備工、舗装工、用地買収、関係機関協議

を推進します。

高山～名古屋間の交通難所（宮峠）：事業中区間

い し う ら

宮峠トンネル坑口部周辺の状況

①

②

②

みやとうげ

いしうら みやとうげ た か や ま く ぐ の ち ょ う く ぐ の た か や ま い ち の み や ま ち

みやとうげ

た か や ま く ぐ の ち ょ う く ぐ の た か や ま い ち の み や ま ち

２０２０年度 開通目標

宮峠トンネル工事の状況

①

1工区：宮峠トンネル 延長４．７ｋｍ

至 富山

至名古屋
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↑至名古屋
国道４１号

高山工
業高校

■石浦バイパス（２工区：宮高山バイパス）

主要渋滞箇所の回避

：事業中区間

い し う ら

主要渋滞箇所：石浦町南交差点の
渋滞発生状況

①

①

み や た か や ま

石浦町南交差点

高山工業
高校前交差点

石浦バイパス（２工区：宮高山バイパス）は、高山市一之宮町～高山市千島町間の延

長４．５ｋｍの幹線道路です。

宮高山バイパス区間では、石浦地区周辺で朝夕の通勤時間帯や観光期などに渋滞が発

生します。また、一之宮地区周辺では、落石危険箇所があり安全な交通を妨げる恐れが

あります。バイパスが整備されることにより、渋滞の緩和や安全な通行が確保されます。

本年度は、引き続き高山市一之宮町～千島町間の用地買収、トンネル設計、橋梁設計、

環境調査、水文調査、関係機関協議を推進します。

い し う ら みやたかやま た か や ま た か や まい ち の み や ま ち ち し ま ま ち

みやたかやま い し う ら

い ち の み や

た か や ま い ち の み や ま ち ち し ま ま ち



高山赤十字病院（第三次救急医療施設） 救急搬送３０分圏域・６０分圏域

救急搬送圏域人口の拡大

整備なし 整備あり

高山
赤十字
病院

３０分
圏域

約９．６万人
下呂市人口の

約10%をカバー

６０分
圏域

約１３．４万人
下呂市人口の

約60%をカバー

－11－

＜石浦バイパスの整備による救急搬送圏域の拡大＞
た か や ま せ き じ ゅ う じ

下呂市人口：33,133人
（平成30年3月1日時点）
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１－２．様々な危機に対応できる安全・安心な地域づくり

１－２－１ 災害に強い安全・安心な道づくり

（１）災害に強いインフラの提供

防災対策等を推進することにより、道路の安全な通行を確保し、災害時等における集

落の孤立化を防ぎ、物資輸送路の確保等に貢献します。

我が国では、高度成長期以降に整備したインフラが今後急速に老朽化することが見

込まれていることから、真に必要な社会資本整備とのバランスをとりながら、維持管

理・更新（関係する点検・診断、評価、計画・設計及び修繕）を行うことが課題と

なっています。

安全・安心のインフラの提供を実現するために、メンテナンスサイクルの確立を目

指します。

防災事業の実施

防災対策等を推進することにより、道路の安全な通行を確保し、災害時等における集

落の孤立化を防ぎ、物資輸送路の確保や雨量規制区間の短縮など、地域産業の活性化に

貢献します。



－13－

■屏風岩改良

屏風岩改良は、下呂市保井戸～下呂市門原間の延長１．０ｋｍの局部改良事業です。

屏風岩改良区間は、防災上危険な箇所があるため、災害が発生する可能性があります。

また、濃飛横断自動車道と下呂市街地を結ぶ重要な区間であり、防災上の安全性・信頼

性を確保することができます。

本年度は、早期開通へ向けて、測量、用地調査、関係機関協議を推進します。

屏風岩

濃飛横断自動車道

下
呂
市
門
原

起
屏風岩改良
延長1.0 km

びょうぶいわ

JR高
山

本
線

N

至 名古屋

下
呂
市
保
井
戸

終

R41

至 高山

門原防災

高山方面から名古屋方面へ

屏風岩を望む

び ょ う ぶ い わ

び ょ う ぶ い わ

①

①

：事業中区間

②

②

対岸から屏風岩を望む

び ょ う ぶ い わ

げ ろ ほ い ど げ ろ か ど は ら

の う ひ お う だ ん げ ろ
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■門原防災
か ど は ら

：事業中区間

平成25年11月27日に発生した
落石状況

平成25年12月11日に実施した
落石除去の状況

① ②

①②

か ど は ら げ ろ かどはら げ ろ さんばら

げ ろ かどはら

門原防災は、下呂市門原～下呂市三原間の延長２．３ｋｍの局部改良事業です。

下呂市門原地区では、平成２５年１１月に落石が発生するなど、防災上危険な箇所

（転石・浮石危険箇所）が多数存在します。整備により、防災対策箇所の回避や雨量規

制区間の緩和することができます。

本年度は、早期開通へ向けて測量、用地幅杭設置、用地調査、トンネル設計、橋梁設

計、環境調査、関係機関協議を実施します。



■船津割石防災

船津割石防災は、飛騨市神岡町船津～飛騨市神岡町割石間の３．１ｋｍの局部改良事

業です。

船津割石区間では、平成２５年７月に落石事故が発生するなど、防災上危険な箇所が

多数存在します。整備により、防災対策箇所の回避や雨量規制区間を短縮することがで

きます。

本年度は、測量、用地幅杭設置、用地調査、トンネル設計、橋梁設計、環境調査、関

係機関協議などを推進します。

平成25年7月7日落石事故発生

：事業中区間

ふ な つ わ り い し

①

－15－

②

②

転石・浮石等危険箇所の状況

ふ な つ わ り い し ひ だ かみおかちょうふなつ ひ だ かみおかちょうわりいし

ふ な つ わ り い し

①



－16－

（２）安全で安心に利用できる道路空間

交通事故が多発している区間及び地点について、事故防止対策として「事故ゼロプ

ラン（事故危険区間重点解消作戦）」を実施し、道路を利用される方々や沿道住民の

皆様が、安心で安全に利用できる道路空間を目指します。また、街の景観の保全や地

震・台風による電柱倒壊をなくし、安全性向上を目的とした無電中化を推進していき

ます。

① 交通安全対策

② 交通安全施設等整備事業

高山国道事務所管内の国道４１号は、山

岳地帯を通過している区間が多いことから

急勾配・急カーブが連続する道路状況と

なっています。

速度の遅い大型車の影響を除くための登

坂車線の整備は、冬期の交通の確保にも役

に立ちます。

急勾配区間での大型車のスタック発生状況

たかやま

事
故
対
策

歩
道
整
備

登
坂
車
線
設
置

【右折車線の設置】

右折車線が無い交差点部において、

右折待ち車両への追突事故などを防

止するため、右折車線を設置し、交通

事故の削減を図ります。

【歩道設置】

通学路など歩行者の安全を守るため、

歩道の新設、拡幅などの整備のほか、

歩道の外側への転落を防ぐ転落防止

柵の設置なども行っています。

【登坂車線設置】

国道４１号では登り坂が数多くあり、

無理な追い越しを防止し、交通事故

の削減を図ります。
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■井尻歩道拡幅

下呂市金山町井尻地内において、歩道拡幅を実施します。

当該箇所は、学校指定の通学路となっていることや、集落からバス停への歩行経路で

あるものの、歩道が狭隘な箇所があり、車両すれ違い時の接触の危険性が高いことから、

歩道拡幅が必要となっています。

本年度は、該当区間において、工事を推進します。

い じ り

狭い歩道のため車両との接触事故の

危険性がある通学路

げ ろ かなやまちょうい じ り

至 名古屋

至 富山①

①

■中切付加車線事業

下呂市金山町中切地内において、付加車線の設置及び歩道整備を実施します。

当該箇所は大型車等の低速車両により、走行車両の快適性が低下しており、後続車の

無理な追越し等による交通事故が発生し、付加車線の設置による、車両衝突事故の対策

が必要となっています。

本年度は、該当区間において、調査設計を推進します。

な か ぎ り

げ ろ かなやまちょう

低速車両を回避するため

後続車の無理な追越しが発生

なかぎり

①

①

至 名古屋

至 富山

L=0.3km



上四美

萩原町宮田

宮
田

石
飛郷

石
原

小
坂
町
坂
下

坂
下

殿
野

萩原町大ヶ洞

国 道

41

神明神社

今井
八幡神社

火神神社

至富山

至
名
古
屋

宮田
小学校

郵便局

国 道

41

賢誓寺

藤ヶ森
観音堂

■宮田歩道整備

下呂市萩原町宮田地内において、歩道の整備を実施します。

当該箇所は、上り線側に歩道が設置されていますが歩道幅員が狭く、車両との接触事

故が発生する恐れがあり、通行に支障をきたしています。下り線側に歩道整備を行うこ

とで、歩道の連続性と利用者の安全な通行を確保します。

本年度は、該当区間において、調査設計・用地取得を推進します。

み や だ

げ ろ はぎわらちょう

狭い上り線側の歩道

（下り線側は歩道未整備）

至 名古屋

至 富山
①

①
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み や だ

国道41号 宮田歩道整備
L=0.8km

■奥田洞歩道設置事業

下呂市萩原町奥田洞地内において、歩道の整備を実施します。

当該箇所は、学校指定の通学路となっていますが、上り線側には歩道が未整備のため、

地域住民の利用や児童の通学に支障をきたしています。上り線側に歩道整備を行うこと

で、歩道の連続性と利用者の安全な通行を確保します。

本年度は、該当区間において、調査設計・工事を推進します。

お く だ ぼ ら

げ ろ はぎわらちょう お く だ ぼ ら

①

至 名古屋

至 富山

上り線側は歩道未整備

平成３０年度 新規事業化

至

名
古
屋

至

富
山

萩原町奥田洞

萩原町大ヶ洞

萩原町四美

萩原町宮田
41

41

国道41号
奥田洞歩道設置

L=0.6m

①
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■梨ケ根登坂
な し が ね

ひ だ かみおかちょうな し が ね

至 名古屋

至 富山

急勾配のため低速車両による

渋滞発生

①

①

飛騨市神岡町梨ヶ根地内において、登坂車線を設置します。

登坂車線の不連続区間を解消することで、低速車の無理な追い越しを防止し、交通事

故の削減を目指します。事故や冬期にスタック車両が発生した場合、登坂車線を設置す

ることで、交通の確保が図れます。

本年度は、該当区間において用地取得・工事を推進します。

③ 電線共同溝事業

■冬頭電線共同溝
ふ ゆ と う

高山市冬頭町において、電線共同溝の整備を実施します。

電線共同溝を整備し、無電柱化することで安全で快適な走行空間の確保ならびに、震

災時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまち

づくりを支援します。

本年度は、該当区間において調査設計を推進します。

平成３０年度 新規事業化

現在の建柱状況

至 富山

至 名古屋
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② 道路インフラの維持・修繕

道路のパトロールによって発見された路面や道路施設の傷んだ部分は、安全・快適な

通行ができるよう補修を行っています。また、除草や路面などの清掃を行い道路の機能

を保持するように努めています。

道路の状況を把握し、安全に利用できるよう、

路面や道路付属物（防護柵、照明灯・標識など）

に異常がないかパトロールを実施しています。

また道路の橋やトンネル、土を盛って作った斜

面、落石危険箇所なども定期的に点検しています。

道路パトロールカー

■道路のパトロール

対策前 対策後

除草作業の様子 道路に空いた穴を埋める様子

■舗装修繕の様子

① 道路インフラの長寿命化

高度経済成長期に整備されてきた橋梁等の老朽化が進み維持管理費の増大が予想さ

れます。定期的な点検により、早期に損傷や劣化を発見し、大規模な修繕や更新に至

る前に対策を実施し、長寿命化によるライフサイクルコストの縮減を図るために、メ

ンテナンスサイクルを推進します。

メンテナンス
サイクルの推進

点検 診断

措置

記録

自治体職員などへの支援

・研修の充実、強化

（３）将来にわたるインフラ機能の維持
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③ 冬期道路交通への対策

飛騨地域は、積雪が多く寒冷な気候のため、ロータリー除雪車、除雪トラックなどを

用いて除雪を行っています。また、雪崩の危険性のある箇所については、雪崩予防柵や

雪崩を受け流すスノーシェッドなどの設置といった防雪対策も行っています。

除雪作業の様子

ロータリー除雪車 除雪トラック 雪崩予防柵 スノーシェッド

④ 道路インフラを安全に利用するための施設の整備及び保守

⑤ 交通状況把握するための電気通信施設整備及び保守

道路情報板

定置式凍結防止剤散布装置

CCTVカメラ（管内の道路をリアルタイムで状況確認）

トンネルジェットファン

トンネル内の有害物質を排気し

新鮮な空気を取り込む機器

道路を安全に利用して頂くために、冬期の凍結防止剤散布装置などの維持管理用建設

機械やトンネルジェットファン、道路冠水を防ぐポンプ設備などの道路管理用機械設備

の整備・保守・点検などを実施します。

道路利用者が管内の交通状況を把握するための道路情報板、管内の道路をリアルタイ

ムで状況確認するためのＣＣＴＶカメラなどの電気通信施設の整備及び保全を実施しま

す。
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１－２－２ 災害支援

大規模な自然災害等に際して被災状況の把握や被災地方自治体の支援を行い、被災地

の早期復旧のための技術的支援を迅速に進めます。

中部地方は、平成26年12月の記録的な降雪により、高速道路や直轄国道などで通行

止めや立ち往生車両が発生し、長期間にわたり道路交通に甚大な影響を受けました。

災害時の道路利用者の安全を確保するために、大雪時の早期通行止めの実施や災害対

応訓練などを行っていきます。

＜災害時の対応訓練＞

＜除雪優先区間（高山国道事務所管内）＞
滞留が顕著に表れてきたため

通行止めによる集中除雪を判断

滞留車両排出後の集中除雪
国道158号
高山清見道路
L=15.2km

国道41号
宮峠
L=6.6km

国道41号
数河峠
L=16.6km

国道41号
吉ヶ原
L=11.7km

高山市

下呂市

白川村

飛騨市

た か や ま

（１）災害時の道路利用者の安全確保

大雪時の早期通行止めの実施

人力移動訓練スノーローダによる被災車両の救出



高山国道事務所では、自然災害等に際して被災状況の把握や被災地方自治体の支援

を行い、地域の皆さまの1日でも早く通常の生活に戻って頂くために、被災地の早期

復旧のための地域支援を進めます。

＜平成２６年８月豪雨 孤立集落の解消に向けた早期復旧支援＞
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宮前橋が落橋し、左岸3世帯が孤立

地元町内会長からの感謝状10日間ぶりに孤立3世帯と
地域のコミュニケーションが再開

左
岸 右

岸

住民の方へ工事状況説明

被害状況調査

高山市清見地区と高山中心市街地を結ぶ路線において、２箇所の橋梁が流出しました。

宮前橋の左岸にある集落では、３世帯が孤立しました。ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派

遣隊）による支援活動により、約１０日間で仮復旧が完成し、孤立が解消しました。

＜平成２６年１２月大雪 停電地域への電源供給車の派遣＞

平成２６年１２月の大雪により、高山市内では、大規模な停電が発生しました。そのため、

停電地域の浄水場の電力を確保するため、電源供給車を派遣しました。

安定した上水道の確保のため
浄水場に電源供給車が到着

停電地域の浄水場へ電源供給車を派遣

た か や ま

た か や ま き よ み た か や ま

（２）災害時の地域支援

み や ま え

た か や ま
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１－３－３ 「道の駅」による地方創生拠点の形成

高山国道事務所管内の「道の駅」

平成５年の制度創設以来、現在では全国で１，１３４箇所（H29.11.17現在）に広が

り、地方創生を具体的に実現していくためのきわめて有力な手段としてその重要性が高

まっています。

「道の駅」を地方創生の拠点とするため、多言語に対応する案内など外国人観光案内

所認定の取得、電気自動車（EV）による周遊観光を可能とするＥＶ充電施設の設置、雨

量規制時などの災害が発生した場合に対応する防災拠点化などの機能強化について関係

機関と連携し、支援していきます。

「道の駅」が活⼒を呼び、
雇⽤を創出、
地域の好循環へ

インバウンド観光の促進

地域の観光総合窓口機能

地方移住等の促進

地域外から活⼒を呼ぶ

ゲートウェイ型
地域の元気を創る

地域センター型

＜「道の駅」における地方創生拠点の形成へ向けた取組み＞

無料公衆無線ＬＡＮ

【 日本政府観光局認定の外国人観光案内所】

飛騨街道なぎさ（カテゴリー１※1）

白川郷（パートナー施設※2）

【 ＥＶ充電施設の設置】

設置済み：

桜の郷荘川、パスカル清見、ななもり清見、

飛騨街道なぎさ、白川郷、アルプ飛騨古川、

ひだ朝日村、南飛騨小坂、飛騨白山、

飛騨金山ぬく森の里温泉、馬瀬美輝の里、

宙ドーム・神岡

【 無料公衆無線ＬＡＮの設置】

設置済み：

奥飛騨温泉郷上宝、アルプ飛騨古川、

飛騨金山ぬく森の里温泉、飛騨白山、

桜の郷荘川、パスカル清見、白川郷、

飛騨古川いぶし、アルプ飛騨古川

地域福祉の向上

地域の産業振興

高度な防災機能

※1：常駐でなくとも何らかの方法で英語対応可能。地域の案内を提供。
※2：観光案内を専業としない施設であっても、外国人旅行者を積極的に受け入れる意欲があり、公平・中立な立場で地域の案内を提供。

EV充電施設

41

158

361

156

41

471

257

飛騨金山
ぬく森の里温泉

白川郷

飛騨白山

桜の郷荘川

南飛騨小坂

飛騨街道
なぎさ

宙ドーム・神岡

奥飛騨温泉郷上宝

アルプ飛騨古川飛騨古川
いぶし

ななもり清見
モンデウス
飛騨位山

ひだ朝日村

飛騨たか
ね工房

パスカル清見

・・・直轄一体型

E41

E41

馬瀬美輝の里

E67E67
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２．高山国道事務所の概要

（単位：百万円）

２－１ 高山国道事務所事業費

路 線 名 事 業 名 延 長 区 間 事 業 費

国道158号
中部縦貫自動車道

たかやまきよみ

高山清見道路 24.7km

たかやま にゅうかわちょうぼうかた

起：岐阜県高山市丹生川町坊方
たかやま きよみちょうなつまや

終：岐阜県高山市清見町夏厩
3,920

国道41号

いしうら

石浦バイパス 9.2km

たかやま く ぐ の ちょう く ぐ の

起：岐阜県高山市久々野町久々野
たかやま ちしままち

終：岐阜県高山市千島町
2,310

びょうぶいわ

屏風岩改良 1.0km

げ ろ ほ い ど

起：岐阜県下呂市保井戸
げ ろ かどはら

終：岐阜県下呂市門原
40

かどはら

門原防災 2.3km

げ ろ かどはら

起：岐阜県下呂市門原
げ ろ さんばら

終：岐阜県下呂市三原

170

ふなつわりいし

船津割石防災 3.1km

ひ だ かみおかちょうふなつ

起：岐阜県飛騨市神岡町船津
ひ だ かみおかちょうわりいし

終：岐阜県飛騨市神岡町割石
170

合計 6,610

交通事故重点対策事業 30

道路交通安全施設等設置事業 628

無電柱化推進事業 25



たかやま きよみ

高山清見道路
ちゅうぶじゅうかん

（中部縦貫自動車道）

たかやま に ゅ う か わ

：高山ＩＣ～丹生川ＩＣ(仮称)間の早期開通を目標に、改良

工、橋梁上下部工、用地買収、環境調査、水文調査、埋蔵

文化財調査、関係機関協議を推進します。

いしうら

石浦バイパス
みやとうげ

1工区：宮峠トンネル

た か や ま し く ぐ の ちょう く ぐ の た か や ま し い ち の みや まち

：高山市久々野町久々野～高山市一之宮町間の２０２０年度

を目標に、改良工、橋梁上部工、トンネル工、トンネル設

備、舗装工、用地買収、関係機関協議を推進します。

みや たか やま

2工区：宮高山バイパス
た か や ま し いち の みやまち た か や ま し ち しま まち

：高山市一之宮町～高山市千島町間の早期開通を目標に、用

地買収、トンネル設計、橋梁設計、環境調査、水文調査、

関係機関協議を推進します。

びょうぶいわ

屏風岩改良
げ ろ し ほ い ど げ ろ し か ど は ら

：下呂市保井戸～下呂市門原間の早期開通を目標に、測量、
用地調査、関係機関協議を推進します。

かど はら

門原防災
げ ろ し かど はら げ ろ し さん ばら

：下呂市門原～下呂市三原間の早期開通を目標に、測量、用
地幅杭設置、用地調査、トンネル設計、橋梁設計、環境調
査、関係機関協議を推進します。

ふな つ わりいし

船津割石防災
ひ だ し かみおかちょうふ な つ ひ だ し かみおかちょうわり いし

：飛騨市神岡町船津～飛騨市神岡町割石間の早期開通を目標
に、測量、用地幅杭設置、用地調査、トンネル設計、橋梁
設計、環境調査、関係機関協議を推進します。
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２－２ 平成３０年度の事業内容

（1）改築事業

（２）交通安全事業

国道41号
い じり

井尻歩道拡幅

：当該区間において、工事を推進します。

国道41号
なか ぎり

中切付加車線

：当該区間において、調査設計を推進します。

国道41号
みや だ

宮田歩道整備

：当該区間において、調査設計、用地取得を推進します。

国道41号
なし が ね

梨ケ根登坂

：当該区間において、用地取得、工事を推進します。

国道41号
おくだぼら

奥田洞歩道設置

：当該区間において、調査設計、工事を推進します。

（３）電線共同溝事業

国道４１号
ふ ゆ と う

冬頭電線共同溝

：当該区間において、調査設計を推進します。
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梨ヶ根登坂 ↓

富山県

岐阜県

至富山

白川郷ＩＣ

至名古屋

至中津川

至木曽福島

至松本
丹生川ＩＣ

(仮称)

ＩＣ高山西

小鳥峠
標高1,002m

↑北陸地方整備局 富山河川国道事務所管理

数河峠
標高896m

飛騨清見ＩＣ

高山清見道路

中部縦貫自動車道

安房峠
標高1,790m

安房峠道路

中部縦貫自動車道

宮峠
標高782m

屏風岩改良

↓ 岐阜国道事務所管理

長峰峠

Ｎ

主要地方道

バイパス等の改築区間

高規格幹線道路
（NEXCO管理） 供用中

同上の調査区間

一般国道直轄管理区間

インターチェンジ

ジャンクション

管理区間境

道の駅（直轄一体型）

凡例

同上の事業区間

一般国道直轄管理区間外

宮峠

トンネル

宮高山

バイパス石浦

バイパス

井尻歩道拡幅→

濃飛横断自動車道

←宮田歩道整備

至 美並ＩＣ

至 五箇山ＩＣ

白鳥ＩＣ

郡上八幡ＩＣ

船津割石防災

２－３ 高山国道事務所管内事業箇所

下
呂

維
持

出
張

所
管

内
延

長
5
4
.6

0
0
km

神
岡

維
持

出
張

所
管

内
延

長
4
7
.7

5
0
km

高
山

維
持

出
張

所
管

内
延

長
4
9
.2

1
1
km

一
般

国
道

4
1
号

延
長

3
3
.9

8
0
km

中
部

縦
貫

自
動

車
道

延
長

1
5
.2

3
1
km

高山国道事務所管内 延長151.561km
内異常気象時通行規制区間 延長40.3km

220.05KP

80.71KP

高山維持出張所

神岡維持出張所

下呂維持出張所

41

158

41

158

471

471

360

360

156

361

257

472

257

257

高山国道事務所◎

高山市

飛騨市

下呂市

下呂市
小坂町

下呂市
萩原町

高山市
一之宮町

高山市
久々野町

高山市
清見町

高山市
丹生川町

下呂市東上田

←中切付加車線

飛騨市
神岡町

高山市
奥飛騨温泉郷

高山市
上宝村

高山市
国府町

飛騨市
古川町

飛騨市
宮川町

飛騨市河合町

大野郡白川村

郡上市

加茂郡白川町

下呂市金山町

［渚］
異常気象時通行規制区間
延長8.0km（連続雨量150mm）

［吉ヶ原］
異常気象時通行規制区間
延長11.8km
（連続雨量120mm）
（雪崩の発生が予想される時）

【新たな通行規制基準を試行】
［東上田］
異常気象時通行規制区間
延長2.6km（連続雨量240mm）

［瀬戸］
異常気象時通行規制区間
延長17.9km（連続雨量150mm）

（換算連続雨量100mm）

門原防災

高山ＩＣ

高規格幹線道路
（直轄管理） 供用中

油坂峠
道路

アルプ
飛騨古川

飛騨街道なぎさ

156

【H30新規事業化】
奥田洞歩道設置↓

E67

E67

E41

E67

E41

E41

E67

冬頭電線共同溝

↙H30新規事業化】
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２－４ 高山国道事務所の組織及び職員構成


